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横手やきそば四天王決定戦　～2日、10：00～、秋田ふるさと村
雄物川スタルヒン杯550歳野球大会　～3日、
　9:00～、中島グラウンド他
きてたんシェひらかまつり　15：00～、浅舞公民館駐車場
特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会　5：50～、大森体育館隣り
おおもり元気まつり＆大森病院祭　9：30～、大森体育館他
たいゆう緑花園パノラマフェスタ　10：00～、たいゆう緑花園
　急 平鹿総合病院（鈴木医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 相談予約受付開始9月19日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

仁井田番楽　19：30～、十文字町仁井田新山神社
　心 十文字町幸福会館
救急フェア救急のつどい横手2012　
全国還暦軟式野球選手権大会　～11日、
　9：00～、グリーンスタジアムよこて他
果樹試験場参観デー　9：00～、秋田県果樹試験場（平鹿町）
八木番楽　19：30～、9日11：00～、増田町八木神社

県民協働フェスタ2012　9：30～、詳しくは17ページ
　急 市立横手病院（小山医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　心 増田地区多目的研修センター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　税 横手地域局□問合せ／横手福祉センター　33-8668
　心 大森コミュニティセンター
第89回増田の花火　
金澤八幡宮祭典　～15日
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00 
浅舞八幡神社祭典　～16日、詳しくは17ページ
道の駅十文字『誕生５周年記念感謝祭』　～17日、9：00～
第26回いものこまつりin鶴ケ池　
よこいち。『ＭＩＲＡＩ学園祭』　10：00～、よこてイースト
　急 平鹿総合病院（荻原医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　急 針生皮膚科内科医院（横手）　32-9461

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局
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 　　　　　鍛冶町通り歩行者天国
日　時／９月８日（土）18：45～21：45
内　容／鍛冶町商店会ちびっこ天国、夜店、ステージ
　　　　第21回『金比羅はらがけ祭り』
問合せ／鍛冶町通り商店会・祭り実行委員会 　33-1010

敬老の日
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9.1　9.209.1　9.20災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで！災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00）
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）、問合せ／社協・各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人 税

急
児

行
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆９月と10月はお休みします　  26-3880
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救急フェア救急のつどい

■９月８日（土）

　県内随一の歴史と伝統を
誇る増田の花火。今年も被
災地に向けた応援メッセー
ジと地域の元気を願い、尺
玉の早打ちをはじめ、大ス
ターマインや二尺玉などが
打ち上げられ、澄み切った
夜空を鮮やかに彩ります。
◆時　間／19：00～21：00
◆打上場所／増田町八木下川原※無料駐車場あり
◆観覧場所／一般観覧席のほか有料桟敷席あり
　　　　　　１マス：6,000円（５～６人用）
　　　　　　自由席：1,000円（１人用）　
◆問合せ／増田町観光協会事務局 　45-5541
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第89回 増田の花火

■９月14日（金）

　９月の救急医療週間にち
なんだイベントです。入場
は無料です。ご家族そろっ
てお越しください。
◆場所／秋田ふるさと村
◆時間・内容／
【救急フェア】12：00～15：00
　高規格救急車の展示、は
　しご車搭乗体験、『未来の救急車消防車』絵画
　展示、心肺蘇生応急手当体験、血圧チェック、
　キッズチャレンジコーナー、放水体験など
【救急のつどい】13：00～15：30
　市立横手病院・江畑公仁男副院長による講話
　『骨の折れかた 治しかた』、市消防職員による  
  寸劇、保育園所児童による踊り、抽選会など
◆問合せ／横手市救急医療対策協議会事務局
　　　　　（市健康推進課内） 　33-9600

　山内地域恒例の『いもの
こまつりin鶴ケ池』が開催
されます。いものこ汁や特
産品の販売をはじめ、全国
いものこピラミッド競技大
会、ちびっこ魚つかみ取り
大会、音楽芸人・こまつ、
ものまね歌姫・しのぶちゃ
んのステージショーなど、
楽しいイベントが盛りだくさんで行われます。
◆場所／鶴ケ池公園ふれあい広場
◆時間／【第１部：いものこまつり】10：00～17：00
　　　　【第２部：花火大会】18：30～20：00
◆問合せ／山内地域局産業建設課   53-2111
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いものこまつりin鶴ケ池

■９月16日（日）

市報市報

　８月19日、『大森太鼓愛好会結成25周年記
念公演・第26回秋田県太鼓フェスティバル』
が大森体育館で開催されました。
　総勢320人を超える打ち手が奏でる太鼓の
音が、保呂羽の峰に響き渡り、会場を訪れた
多くの観客を魅了しました。

保呂羽の峰に太鼓の響き

. 1. 1992012（平成24）年
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井戸の水をくみ上げて確認
する奥山ボーリング㈱齋藤
薫取締役総務本部長(左)と
大森地域局髙山局長(右)

消防団協力事業所
表示証の交付先は43事業所に
　市では、地域の防災活動に積極的にご協力いただ
いている事業所に『消防団協力事業所表示証』を交
付し、消防団員入団の環境整備や地域の消防防災体
制の充実を図っています。７月20日、新たに３事業
所が認定され、８月６日に表示証が交付されました。
◎㈲小棚木組（大雄）／㈲山中工務店（横手）／㈲佐一
　設備（雄物川）
◆消防団協力事業所のお問い合わせは
　市総務企画部危機管理室（北庁舎内）　35-2195へ

災害時の水源確保に井戸を寄贈
　奥山ボーリング株式会社（奥山和彦社長）が大森
地域局敷地内に掘削していた井戸が完成し、８月８
日、市に寄贈されました。
　井戸は手押し式で、災害時
などの重要な水源になります。
飲むことはできませんが、洗
濯水やトイレ用などの生活水
として使用できます。
　大森地域局の髙山勇光局長
は「災害時に有効に役立てて
いきたい」とお礼を述べまし
た。同社から寄贈された井戸
は、十文字、平鹿、大雄地域
に次ぎ４カ所目となります。

 

　８月１・２日、秋田市立体育館で行われた
第25回東北ミニバスケットボール秋田県大
会女子の部で、大森ＭＢＢＣスポーツ少年団
が優勝、雄物川ｋｉｔａミニバスケットボー
ルスポーツ少年団が第２位となり、両チー
ムは、８月12・13日に宮城県総合運動公園
内のスーパーアリーナで開催された東北大
会に出場。どちらも第３位と健闘しました。
　また、８月11日、秋田県民会館で開催さ
れた全日本吹奏楽コンクール第54回秋田県
大会では、平鹿中学校が東北大会出場の切
符を手に入れました。

【全日本吹奏楽コンクール第54回秋田県大会】

中学校大編成 金賞（県代表）平鹿中

【第25回東北ミニバスケットボール秋田県大会】

女子 優勝 大森ＭＢＢＣスポーツ少年団

このほかの上位入賞の皆さん
【全日本吹奏楽コンクール第54回秋田県大会】
◆中学校大編成 銀賞 十文字中、横手南中、横手明
峰中 ◆中学校小編成 金賞 鳳中 銀賞 増田中 ◆中
学校合同 金賞 横手西・金沢中
【第25回東北ミニバスケットボール秋田県大会】
◆女子 第２位 雄物川Ｋｉｔａミニバスケットボール
スポーツ少年団 ◆男子 第３位 雄物川ｋｉｔａミニ
バスケットボールスポーツ少年団
【第25回東北ミニバスケットボール大会】
◆女子 第３位 大森ＭＢＢＣスポーツ少年団、雄物川
ｋｉｔａミニバスケットボールスポーツ少年団

市内の小・中学生が
　　　輝かしい成績を収める
市内の小・中学生が
　　　輝かしい成績を収める

後三年合戦沼柵公開講座 

古代遺跡から沼柵を探る

『古代遺跡集中地区と沼柵』とい
うテーマで行われた座談会

　
８
月
４
日
、
『
平
成
24
年
度
後
三

年
合
戦
沼
柵
公
開
講
座
〜
古
代
遺
跡

集
中
地
区
と
沼
柵
〜
』
が
雄
物
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
市
の
文
化
財
保
護
課
の
職
員
が
こ

れ
ま
で
雄
物
川
町
で
発
掘
さ
れ
た
遺

跡
の
分
布
状
況
を
説
明
。
「
古
代
遺

跡
が
密
集
し
て
い
る
造
山
地
区
は
当

時
の
重
要
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

沼
柵
と
の
因
果
関
係
も
深
い
」
と
報

告
し
ま
し
た
。

　
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

の
五
十
嵐
一
治
氏
は
さ
ら
に
詳
し
く

造
山
地
区
の
遺
跡
調
査
を
解
説
し
、

元
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
長
の
小
松

正
夫
氏
は
古
代
出
羽
国
の
様
相
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
県
教
育
委
員
会
の
高
橋

学
氏
が
司
会
を
務
め
、
座
談
会
を
開

催
。
今
回
の
報
告
や
講
演
か
ら
、
沼

柵
が
沼
舘
城
跡
や
付
近
の
遺
跡
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
の
は
明
ら
か
で
、

解
明
が
期
待
さ
れ
る
と
結
び
ま
し
た
。

東日本大震災復興支援　

震災がれきの本格受け入れを表明

１_試験焼却時の放射線量測定の様子　２_８月10日と11日に
開催された災害廃棄物試験焼却結果報告会　３_５月30日に視
察した野田村の仮置き場、木くずなどの可燃系ごみに分別さ
れ搬出される　

１１

試験焼却の実施内容
◆実施施設　東部環境保全センター　
◆実施期日
　６月29日　野田村での現地確認調査
　７月２日　事前調査
　７月10日～13日　試験焼却
　７月23日　事後調査
　※調査項目のすべてで国や県の基準
　値以下であることが確認された
◆焼却量
　災害廃棄物９㌧を一般ごみ56㌧と混
　合し焼却

　
市
で
は
、
震
災
が
れ
き
の
試
験
焼

却
を
終
え
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た

と
し
て
、
８
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た

市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
調
査
結

果
を
報
告
し
、
９
月
11
日
か
ら
の
本

格
受
け
入
れ
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
決
定
に
よ
り
東
日
本
大
震

災
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
（
震
災

が
れ
き
）
は
秋
田
県
と
岩
手
県
が
締

結
し
た
『
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
関

す
る
基
本
協
定
』
に
基
づ
き
処
理
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
で
は
、

岩
手
県
沿
岸
北
部
４
市
町
村
の
う
ち

野
田
村
の
震
災
が
れ
き
（
可
燃
系
混

合
廃
棄
物
）を
１
日
あ
た
り
５
㌧
、平

成
26
年
３
月
ま
で
に
最
大
で
２
千
㌧

を
東
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
焼
却
し
、
焼
却
灰
を
南
東
地
区
最

終
処
分
場
（
平
鹿
町
醍
醐
）
で
埋
立

処
理
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
が
れ
き
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
７
月
10
日
か
ら
13
日
に
か
け
て

東
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

試
験
焼
却
を
行
い
、
調
査
結
果
報
告

会
を
８
月
10
日
と
11
日
に
あ
さ
く
ら

館
で
、
ま
た
、
21
日
に
は
最
終
処
分

場
の
あ
る
平
鹿
町
荒
処
町
内
の
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
試
験
焼
却
し
た

が
れ
き
は
９
㌧
で
、
一
般
可
燃
ご
み

56
㌧
と
混
合
し
、
22
時
間
か
け
て
焼

却
。
焼
却
前
、
焼
却
中
、
焼
却
後
の

そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
放
射
線
量
を
測
定

し
、
焼
却
前
の
測
定
値
と
同
レ
ベ
ル

で
あ
る
こ
と
や
、
施
設
の
周
辺
土
壌
、

地
下
水
な
ど
に
お
い
て
も
放
射
性
物

質
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
本
格
受
け
入
れ
開
始
か

ら
終
了
ま
で
、
東
部
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
周
辺
地
区
、
南
東
地
区

最
終
処
分
場
に
お
い
て
空
間
放
射
線

量
な
ど
の
測
定
を
続
け
、
安
全
性
を

確
認
し
な
が
ら
受
入
れ
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
お
り
、
そ
の
測
定
結
果
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て
い

き
ま
す
。

２２

３３

災害廃棄物受入の内容
◆受入施設　東部環境保全センター　
◆受入期間　９月11日～平成26年３月
◆受入対象　岩手県野田村の可燃系混
　　　　　　合廃棄物
◆受入量　　１日あたり５㌧（受入終
　　　　　　了まで最大2,000㌧）
◆搬入方法　１日４㌧車２台で搬入
　　　　　　※飛散防止対策をしたダ
　　　　　　ンプトラックを使用

目次_CONTENTS

02　市政の窓
　　　震災がれき本格受け入れ表明、
　　　栄光ほか

04　平成24年度横手市成人式

06　横手の夏まつり

08　市政情報便
　　　就業構造基本調査、市民後見
　　　定期相談会のお知らせほか

10　市長への手紙
　　　
11　まちの話題
　　　ＹＯＫＯＴＥ 音 ＦＥＳＴＩＶＡＬ  
　　　Ｔｈｅ２ｎｄ、横手の元気印、
　　　は・は・は祭ほか

16　情報－infor m ation

18　いどばたプラザ

20　読者の声／読者プレゼント

22　図書館だより

23　匠
　　　環境改善推進者

　大森太鼓愛好会の結成25周年を
記念して開催された『第26回秋田
県太鼓フェスティバル』には、県
内各地から23団体が出演。市内の
保育園児の演奏や、大森太鼓少年
部の演奏も会場に花を添えました。
会場内は熱気にあふれ、曲の演奏
中にも自然に拍手がわき起こって
いました。
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各地域の代表の皆さんに“成人”としての今後の抱負を述べてもらいました。

横
手
明
峰
中
生
が
成
人
式
を
取
材

　　
横
手
明
峰
中
学
校
２
年
の
小
野
千
聖
さ
ん
、
加

藤
瑞
希
さ
ん
、
佐
藤
有
咲
実
さ
ん
が
職
場
体
験
学

習
で
市
の
広
報
担
当
者
と
一
緒
に
成
人
式
を
取
材

し
ま
し
た
。
３
人
は
終
了
後
「
写
真
を
撮
影
し
て

原
稿
を
書
く
こ
と
は
、
難
し
か
っ
た
で
す
が
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
学
習
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
」
と
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
横
手
市
成
人
式
が
８
月
15
日
、

横
手
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
新
成
人
８
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
五
十
嵐
市
長
は
式
辞
で
「
こ
れ
か
ら
は
、
自

ら
人
生
を
切
り
拓
い
て
、
困
難
な
課
題
に
直
面

し
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
乗
り
越
え
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
佐
々
木
僚
太
さ
ん
（
雄

物
川
）
は
「
こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
社
会
的

責
任
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
自
分
の
行
動
や
発

言
に
責
任
を
持
ち
、
若
者
と
し
て
情
熱
を
忘
れ

ず
、
成
長
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
。

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
参
加
者

全
員
で
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

『
成
人
と
責
任
』

佐
藤 

佳
介
さ
ん（
横
手
）

『
笑
顔
を
モ
ッ
ト
ー
に
』

『
こ
れ
か
ら
を
担
う
大
人
』

『
成
人
式
を
迎
え
て
』

責
任
と
成
長
を
力
強
く
宣
言

平成24年度横手市成人式

り
ょ
う
た

　
成
人
式
を
迎
え
、
今
日
か
ら
私
も
大
人
の
仲

間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
私
は
大
人
に
な
り

今
ま
で
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
自
由
を
手
に

し
ま
し
た
が
、
同
時
に
そ
れ
相
応
の
責
任
も
負

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
「
自

由
に
は
責
任
が
伴
う
」
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘

じ
な
が
ら
、
責
任
あ
る
大
人
に
な
れ
る
よ
う
、

人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
ま
で
私
を
育
て
、
見
守
っ
て
く

だ
さ
っ
た
周
囲
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
成
人
を
迎
え
た
今
、
自
分
は
夢
に
向
か
っ
て

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
振
り
返
る

と
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
今
の
自
分

が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
今

ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
、
友
人
、
お
世
話
に

な
っ
た
全
て
の
人
に
お
礼
を
言
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
。
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
成
人
と
し
て
、
今
ま
で
の
恩
返
し
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
な
り
に
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、
人
の
た
め
に
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
成
人
に
な
り
ま
す
。

　
二
十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
今
ま
で
の
た

く
さ
ん
の
出
来
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
地
元
に
就
職
し
た
も
の
の
、
自
分
は
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
常
に
自
分
な
り
の

目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
ま
す
。

そ
し
て
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感

謝
し
、
将
来
は
こ
の
横
手
市
を
担
え
る
よ
う
な

大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
の
私
が
い
る
の
は
、
ど
ん
な
時
で
も
支
え

て
く
れ
た
人
た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

家
族
や
友
人
、
大
切
な
人
が
い
た
か
ら
、
い
つ

で
も
笑
っ
て
い
ら
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
に
も
ら

っ
た
笑
顔
が
、
私
の
一
番
の
強
み
で
す
。

　
ま
た
、
節
目
の
こ
の
年
に
社
会
人
と
し
て
も

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
大
変
な
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
る
の

は
、
支
え
て
く
れ
る
方
々
の
お
か
げ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
私
が
み
ん
な
を
支
え
ら
れ
る

よ
う
、
私
ら
し
い
笑
顔
で
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
成
人
式
を
迎
え
て
、
あ
ら
た
め
て
家
族
や
友

人
、
地
域
の
方
々
な
ど
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
強
く
実
感
し
た
。
今
、
成
人
と

な
り
、
そ
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
そ
し
て
そ
の
方
々
が
誇
れ
る
よ
う
な
人
間

に
な
り
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
は
多
く
の
困
難
が
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
分
多
く
の
こ
と
を
経
験
で
き
る

だ
ろ
う
か
ら
、
困
難
な
こ
と
に
も
目
を
背
け
ず

に
責
任
あ
る
行
動
を
し
続
け
て
、
み
ん
な
が
誇

れ
る
よ
う
な
大
人
へ
、
そ
し
て
自
分
で
自
分
を

誇
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
。

 

　
『
楽
し
い
か
ら
笑
う
の
で
は
な
く
、
笑
う
か

ら
楽
し
く
な
る
』
こ
れ
は
私
が
好
き
な
歌
手
Ｙ

Ｕ
Ｋ
Ｉ
の
歌
詞
の
一
部
で
す
。

　
成
人
式
を
迎
え
、
今
ま
で
と
は
違
う
環
境
で

生
活
す
る
私
た
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
楽
し
い
こ

と
ば
か
り
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
時
は

こ
の
歌
詞
を
励
み
に
し
て
頑
張
れ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
昨
年
東
日
本
大
震
災
で
私
た
ち

は
、
大
切
な
友
人
を
ひ
と
り
亡
く
し
ま
し
た
。

彼
の
た
め
に
も
、
今
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

周
り
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
生
き
て

い
き
た
い
で
す
。

中学生が撮影した新成人の皆さん

特別記者として取材を行った小野さん
（左）、佐藤さん（中央）、加藤さん（右）

新成人代表の佐々木僚太さん新成人代表の佐々木僚太さん

仲間と一緒に記念撮影仲間と一緒に記念撮影

笑顔があふれます笑顔があふれます

　
成
人
式
と
い
う
自
身
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

幼
か
っ
た
頃
の
記
憶
が
昨
日
の
出
来
事
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
る
。
実
際
、
数
年
前
ま
で
は
子

ど
も
で
あ
り
学
生
で
あ
り
、
周
囲
の
人
間
に
支

え
ら
れ
っ
放
し
の
生
活
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
大
人
と
し
て
の
新
た
な
人
生
に
第
一
歩
を
踏

み
入
れ
る
に
あ
た
り
、
今
ま
で
支
え
て
き
て
も

ら
っ
た
家
族
や
友
人
は
も
ち
ろ
ん
自
分
が
関
わ

っ
て
き
た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
を
し
た
い
。
共

に
支
え
合
え
る
責
任
感
の
あ
る
大
人
と
な
る
よ

う
に
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
。

『
成
人
式
を
迎
え
て
』

『
成
人
式
を
迎
え
て
』

　
成
人
す
る
と
い
う
こ
と
は
自
分
の
行
動
す
べ

て
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
社
会
人
と
し
て
一
年
を
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
高
校
の
頃
は
働
く
と
い
う
こ
と
が
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
際
に
仕
事
に
就
い
て
み
て
、
自
分
の
言
動
一

つ
と
っ
て
も
職
場
全
体
へ
影
響
を
及
ぼ
し
て
し

ま
う
事
が
分
か
り
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
度
成
人
を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、
あ

ら
た
め
て
自
分
の
持
つ
責
任
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『
笑
顔
と
感
謝
』

さ
と
う

　け
い
す
け

髙
橋 

昌
大
さ
ん（
雄
物
川
）

た
か
は
し
ま
さ
ひ
ろ

坂
本 

健
さ
ん（
山
内
）

さ
か
も
と
た
け
る

小
松
田
珠
里
さ
ん（
大
雄
）

こ
ま
つ
だ
じ
ゅ
り

阿
部 

智
幸
さ
ん（
大
森
）

あ

べ

と
も
ゆ
き

伊
藤
由
佳
子
さ
ん（
十
文
字
）

い
と
う
ゆ
か
こ

佐
々
木
哲
平
さ
ん（
増
田
）

『
成
人
を
迎
え
て
』

和
賀 

正
人
さ
ん（
平
鹿
）

さ
さ
き

て
っ
ぺ
い

わ
が

ま
さ
と

横
手
市

成
人
式

横
手
市

成
人
式

平
成
24
年
度

平
成
24
年
度

〜
大
人
へ
の
旅
立
ち

　仲
間
と
共
に
成
人
を
祝
う
〜

〜
大
人
へ
の
旅
立
ち

　仲
間
と
共
に
成
人
を
祝
う
〜
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8/15・16・18
 　　　　盆踊り
8/15・16・18
 　　　　盆踊り

8/23 深間内神楽

艶やかに舞う

あ　で

平鹿

横手の夏
熱く燃えた 伝統の夏

屋形舟繰り出し
花火ショー
屋形舟繰り出し
花火ショー

8/168/16

8/68/6
ねむり流し

8/15
今泉祇園ばやし

十文字

8/15 横手

8/18
平鹿

8/16 増田

夕暮れとともに蛇の崎川原へ
小舟が繰り出し、子どもたち
の元気な声とサイサイ囃子の
音が響き渡る

夕暮れとともに蛇の崎川原へ
小舟が繰り出し、子どもたち
の元気な声とサイサイ囃子の
音が響き渡る

灯ろうを流し
亡き人の御霊を供養

灯ろうを流し
亡き人の御霊を供養

サイサイ囃子が威勢良く
鳴り響き、若衆の士気を上げる
サイサイ囃子が威勢良く
鳴り響き、若衆の士気を上げる 観客を魅了した打ち上げ花火

各町内の屋形舟は、蛇の崎川原で供養を済ませた後、先陣を争って
蛇の崎橋上に駆け上がり、迫力のあるぶつかりあいを繰り広げる

屋形舟を囲んで
約1, 000人の踊り手の輪が広がる

秋田音頭の軽妙な地口にのり、笹
かぶりの装いで、華麗な踊りが繰
り広げられた「増田盆おどり」

秋田音頭の軽妙な地口にのり、笹
かぶりの装いで、華麗な踊りが繰
り広げられた「増田盆おどり」

幕末期から明治初期のはやり歌が取り込まれていると
いう祇園囃子にのせ、女の子たちによる華やかな手踊
りや男の子たちによる勇壮な獅子の口割りを披露

幕末期から明治初期のはやり歌が取り込まれていると
いう祇園囃子にのせ、女の子たちによる華やかな手踊
りや男の子たちによる勇壮な獅子の口割りを披露

200人の踊り手が優雅に
踊り、見る人を引きつけ
た 「ひらかまち盆踊り」

200人の踊り手が優雅に
踊り、見る人を引きつけ
た 「ひらかまち盆踊り」

横手にやってきた熱い夏。
各地に伝わるお盆の行事が行われ、またひとつ祭りの歴史を積み重ねた。
そして、まちは少しずつ秋の装いへと変わっていく。

無病息災、五穀豊穣などを祈る伝統の神楽。道中姿
の子どもたちが舞う「早鳥舞（さとりまい）」や大人
たちによって演じられる神楽「獅子舞」などを奉納
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

統　計ＨＰページ番号／000011289

◆
就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
国
が

５
年
ご
と
に
実
施
す
る
重
要
な
調

査
で
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
ふ
だ
ん
仕
事
を

し
て
い
る
か
ど
う
か
や
、
就
業
に

関
す
る
希
望
な
ど
に
つ
い
て
調
査

す
る
も
の
で
、
無
作
為
に
選
ば
れ

た
全
国
の
約
47
万
世
帯
を
対
象
に

行
う
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

◆
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
政
策
に
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
り
、
日
本
の
詳

し
い
就
業
構
造
を
明
ら
か
に
し
、

次
の
よ
う
な
政
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
雇
用
に
関
す
る
各
種
政
策

・
職
業
能
力
の
開
発
、
人
材
の
育 

  

成
・
非
正
規
雇
用
問
題
へ
の
対
応

・
育
児
・
介
護
と
就
業
の
両
立
支

　
援

◆
９
月
上
旬
か
ら
調
査
が
始
ま
り

ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
調
査
地
区
に
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課（
南

　
庁
舎
内
）
　
３
５
‐
２
１
６
４

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

成年後見ＨＰページ番号／000006625

　
認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り

判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
方
の

権
利
擁
護
や
成
年
後
見
制
度
の
利

用
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
方
、
市
内
の
福
祉
・
保
健
・
医

　
療
関
係
の
事
業
所
に
勤
務
さ
れ

　
て
い
る
方

◆
日
時
／
９
月
19
日（
水
）午
後
１

　
時
30
分
〜
４
時
30
分
　

※
11
月
と
平
成
25
年
１
月
に
も
開 

  

催
予
定

◆
会
場
／
横
手
庁
舎
４
階
会
議
室

◆
相
談
員
／
司
法
書
士
、
社
会
福

　
祉
士

◆
定
員
／
先
着
４
組

◆
申
込
開
始
／
９
月
３
日（
月
）

◆
申
込
方
法
／
電
話
で
高
齢
ふ
れ

　
あ
い
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
市
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ
れ
あ
い

　
課（
横
手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
３
４

第
１
回
市
民
後
見
定
期
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

市営住宅

　◆
入
居
条
件
／
公
営
住
宅
法
等
に

　
定
め
る
入
居
資
格
を
有
す
る
方

　
で
す
。
事
前
に
市
建
築
住
宅
課

　
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま

　
す
。
な
お
、
家
賃
は
所
得
額
に

　
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
※
暴
力
団
員（
同
居
者
を
含
む
）

　
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法
／
市
建
築
住
宅
課
ま

　
た
は
各
地
域
局
産
業
建
設
課
で

　
入
居
希
望
者
本
人
と
面
談
を
行

　
い
ま
す
。
申
込
書
に
必
要
書
類

　
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い（
郵
送
不
可
）。

　
※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

　
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
９
月
６
日（
木
）〜   

　
14
日（
金
）

◆
抽
選
会
／
９
月
28
日（
金
）の
予

　
定
（
入
居
条
件
を
満
た
す
方
に

　
連
絡
し
ま
す
）

◆
入
居
時
期
／
10
月
17
日（
水
）以

　
降

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　
３
５
‐
２
２
２
４
、
ま
た
は

　
各
地
域
局
産
業
建
設
課
（
午
前

　
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

　
土
日
は
除
く
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 

〜
申
し
込
み
は
９
月
14
日
ま
で
〜
　

ＨＰページ番号／000005891

①公営住宅(低所得者が対象）
名　　称

南朝日が丘住宅
醍醐団地
今宿団地
今宿第４団地
十五野住宅

築年度
Ｓ60
Ｈ18
Ｓ59
Ｈ14
Ｓ51

間取り
３ＤＫ
３ＤＫ
３Ｋ
２ＬＤＫ
２ＤＫ

家賃（円）
18,100～
27,800～
13,200～
18,500～
10,000～

        建築様式
　　　３階建ての１階
　　　木造２階建て
　　　木造平屋
　　　２階建ての１階
　　　２階建て（集合）

募集戸数
１
１
１
１
１

 

地域名

 

横　手

雄物川

平　鹿

十文字

②特定公共賃貸住宅（①と比べて所得がある方が対象）
間取り
３ＤＫ
３ＬＤＫ
１ＬＤＫ

家賃（円）
52,100～
50,000
30,000

募集戸数
３
１
１

建築様式
　　　木造平屋建て
　　  ３階建ての２階
　　　３階建ての３階

地域名
平　鹿

大　森

名　　称
五十田団地

特定西野住宅

築年度
Ｈ９

Ｈ10

【市内の空間放射線量】
◆期　間／７月21日～８月20日
◆場　所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署
◆結　果／毎時0.05～0.07マイクロシーベルト

　母子家庭の母、寡婦の方等を対象に、就労に生か
せるパソコンの基本技能を学びます。

◆日　時／９月24日（月）～28日（金）
　　　　　午前９時30分～午後４時30分
　　　　　※初日は午後５時30分まで
◆場　所／Ｙ（わいわい）ぷらざ３階研修室
◆定　員／10人
◆受講内容／ワード2010＆エクセル2010の基礎知識
◆受講料／無料
　　　　　※テキスト代2,000円程度
◆申込期限／９月12日（水）
◆申込方法／子育て支援課に備え付けの申込書に縦
　　　　　　４㌢×横３㌢の顔写真を貼り、所定事
　　　　　　項を記入して提出してください。
◆申込み／市健康福祉部子育て支援課（横手庁舎内）
　　　　　　35-2133

　ひとり親の方対象
パソコン講習会

　ひとり親の方対象
パソコン講習会

２

○固定資産税３期　 ○国民健康保険税３期
○介護保険料３期 　○後期高齢者医療保険料３期

　納期限は10月１日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！  口座振替の方は残高
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

○固定資産税３期　 ○国民健康保険税３期
○介護保険料３期 　○後期高齢者医療保険料３期

　納期限は10月１日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！  口座振替の方は残高
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

４
11
18
25

２
９
16
23
30

１
８
15
22
29

７
14
21
28

５
12
19
26

６
13
20
27

10月 -October-

３
10
17
24
31

選挙人名簿縦覧のお知らせ
　三枚橋地区土地区画整理審議会委員の改選に伴い
選挙人名簿を縦覧します。
◆期　間／９月５日（水）～18日（火）
◆時　間／午前８時30分～午後５時15分
◆場　所／市建設部都市計画課（水道庁舎３階）
　　　　　※土日・祝日は横手庁舎１階日直窓口で
　　　　　　縦覧しています。
◆問合せ／市建設部都市計画課(水道庁舎内）
　　　　　　32-2408

◆日　　時／９月27日(木)午前９時～10時30分
　　　　　　※１人につき15分で６人までになります
◆申込期限／９月24日(月)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033、1034）

市長面会日のお知らせ

ＨＰページ番号／000005797 寄　付
　『
ふ
る
さ
と
納
税
』寄
付
金
の
申

込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
同
級
会

な
ど
の
際
に
当
市
出
身
の
方
に
横

手
市
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
声
が
け
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
同
級
会
な
ど
で
配
布

し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
必
要

部
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
付

し
て
い
た
だ
く
と
、
金
額
に
応
じ

て
所
得
税
や
現
在
お
住
ま
い
の
自

治
体
の
住
民
税
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
各
地
域
局
窓
口
に
備

え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
こ
れ
ま
で
の
寄
付
件
数
と
寄
付

　金
額

＊
受
付
期
間
／
４
月
１
日
〜
７
月

　
31
日

　

＊
申
込
件
数
／
13
件

＊
金
額
／
２
１
６
万
５
，２
０
０
円

【
問
合
せ
】

　
市
総
務
企
画
部
市
長
公
室
（
南

　
庁
舎
内
）

　  

３
５
‐
２
１
８
９

ふ
る
さ
と
へ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　『
ふ
る
さ
と
納
税
』寄
付
金
の
申
込
状
況

◆寄付を申し込まれた方々(６月１日～７月31日)

　※お名前や金額の公表を希望
　　しない場合は、公表しませ
　　ん。

氏 名 （住所）
 　 山﨑 茂さん(市内）

匿名希望の方４人

寄付金額
1,000,000円  
（※）

募　集

　
市
で
交
付
す
る
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
統
一
的
な
基
準
と
新
た
な

ル
ー
ル
を
策
定
し
、
段
階
的
に
運

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
見
直
し
時
期
に
達
し

た
補
助
金
に
つ
い
て
、
交
付
継
続

の
必
要
性
や
妥
当
性
な
ど
を
審
査

す
る
た
め
、
審
査
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

◆
募
集
人
数
／
若
干
名

◆
審
査
日
時
／
10
月
下
旬
（
平
日

　
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
を
予

　
定
し
て
い
ま
す
）

※
審
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
前

　
に
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
に
お
住
ま
い

　
の
方
、
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し

　
て
い
る
20
歳
以
上
の
方

◆
応
募
期
限
／
９
月
21
日（
金
）

　
※
必
着

◆
応
募
方
法
／
任
意
の
用
紙
に
①

　
氏
名
②
年
齢
③
住
所
④
電
話
番

　
号
⑤
志
望
動
機
を
簡
潔
に
ま
と

　
め
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

　
電
子
メ
ー
ル
等
の
方
法
で
市
経

　
営
企
画
課
、
ま
た
は
各
地
域
局

　
地
域
振
興
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ

　
い
。

【
応
募
先
・
問
合
せ
】

　
〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

　
横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

　
市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課（
南

　
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
６
４

　
　
３
３
‐
６
０
６
１
　

『
横
手
市
補
助
金
等
審
査
会
』委
員
を
募
集
し
ま
す

ＨＰページ番号／000011308
      kikaku@city.yokote.lg.jp



Topics

（横手）

  送り盆まつりには欠かせない『横手囃子』を後世に
残そうと、横手囃子若者有志会が『寄せ』や『おばこ』
など７曲を収録したＣＤ300枚を制作。８月７日に同会
の石井宏幸代表が横手市観光協会の打川敦会長へ寄贈
しました。横手市観光協会では、希望する町内にＣＤ
を贈り、伝統文化の継承に役立てていく予定です。

 横手囃子を伝えるために （横手）

　８月７日、第55回秋田県学校給食研究協議大会横手
大会が開催され、学校給食関係者など約500人が参加。
『「絆」「健康」「感謝の心」つながる学校給食』をテー
マとした食育フォーラムや恵泉女学園大学の藤田智教
授による『野菜で育む健康な体』の講演などを通し、
地域の特色を生かした学校給食のあり方を考えました。

地域連携で食育の充実を
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YOKOTE 音 FESTIVAL The２nd 　８月19日、70組以上のバンドが出演し、市内４つの会場で野
外音楽イベントが開催されました。音楽でにぎわう横手をご覧
ください。

１１

２２【横手駅東口駅前交流広場】１_澄
み渡る声で歌うビッグ・ウェイブ・
ゴスペル・シンガーズ ５_観客と
一緒に盛り上がったAugust Moon 
【よこてイースト】２_迫力のサウ
ンドで聴衆を魅了するGOZENSAMA 
３_埼玉県から参加のSONG ORDER 
【市民広場】４_結成５周年を迎え
た美郷ジャズオーケストラ lafesta 
MST 【光明寺公園】６_元気がはじ
けるLa Rouchka ７_木陰で音楽を
楽しむ観客

３３
４４

５５ ６６ ７７

 

震災を乗り越え、横手に移住し居酒屋開店

岩手県の地酒も取りそろえられ、
店の売りのひとつになっている。

　東日本大震災から１年４カ月が過ぎようとしていた７月10日、岩手県大槌町の
自宅を震災の津波で失い、横手で避難生活をしている柴田吉郎さん（大雄出身）・
とみ子さん夫婦が、中央町に居酒屋『酒処ゆめ』を開店させました。
　昨年の３月11日。地震発生時、とみ子さんは勤め先の日帰り温泉の厨房にいて、す
ぐさま職場の仲間と高台に駆け上がり難を逃れました。高齢者のボランティア活動で
埼玉県にいた吉郎さんは、車を走らせ４日後、ようやくとみ子さんと大槌高校の避難
所で再会。避難所と長男宅で過ごしたその後の半月を「寒さと余震で眠れなかった」
と振り返ります。そんな折、吉郎さんの母の実家から空家を紹介され、昨年の４月か
ら横手での生活を始め、１年後の４月には住民票を横手市に移しました。

　気晴らしに訪れた一品料理屋で、女将の藤井カ
ヅ子さんと親しくなった二人は「店を閉めるので
やってみないか」と相談されます。「気軽に入れる
居酒屋を開くことが、昔からの夢だった」と言う
とみ子さんは、夫と開業を決意。三陸の家庭料理
や珍味などを提供したいと、月に２回は、釜石市
の市場へ魚を仕入れに出向いています。
　忙しい日々が続く二人は「横手の方々にはお米や布団など、たくさんの
支援を頂いた。店に立ち続けることが、皆さんへの恩返しだと思い、あせ
らずやっていきたい」と、新天地で新たな人生を歩み始めました。仲良く厨房に立つ柴田吉郎さん、とみ子さん夫婦

ばやし

お
寄
せ
く
だ
さ
い 

市
長
へ
の
手
紙

横
手
市
長
　五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長
　五
十
嵐 

忠
悦

首
都
圏『
夏
の
横
手
市
フ
ェ
ア
』で

感
じ
た
こ
と

市
長
コ
ラ
ム
 ①

市
長
コ
ラ
ム
 ①2525

い

ど

む

い

ど

む

ミスフレッシュと売り場に立ち、
横手市特産のスイカをＰＲ

　　
７
月
28
日
・
29
日
と
８
月
４
日
・
５
日

の
２
週
に
か
け
て
、
恒
例
と
な
っ
た
『
夏

の
横
手
市
フ
ェ
ア
』
が
東
京
、
横
浜
、
姫

路
、
大
阪
の
百
貨
店
で
開
か
れ
、
ス
イ
カ

等
の
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
ス
イ
カ
は
、
大
雨
に
よ
る
冠
水

被
害
が
出
る
な
ど
し
た
も
の
の
、
７
月
末

か
ら
の
消
費
地
の
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
市

況
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
、
ひ
と
ま
ず
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
市
場
や
消
費
者
が
求
め
る
も
の
に

対
応
し
き
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
る

と
、
ま
だ
ま
だ
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
販
売
の
第
一
線
に
立
っ
て
み
る
と
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
「
ス
イ
カ

は
重
い
」
「
食
べ
や
す
く
カ
ッ
ト
し
た
も

の
は
便
利
だ
け
ど
お
い
し
く
な
い
」
と
の

お
話
が
あ
り
ま
す
。
売
り
場
で
の
お
客
さ

ま
と
の
何
気
な
い
や
り
と
り
に
多
く
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

現
場
に
あ
る
ヒ
ン
ト
を
大
事
に
消
費
者
と

向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
横
手
市
フ
ェ
ア
は
『
ス
イ
カ
を
売

る
』
こ
と
を
主
目
的
と
せ
ず
、
『
こ
の
ス

イ
カ
が
秋
田
県
横
手
市
の
特
産
品
で
あ
る
』

こ
と
を
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
こ

そ
が
目
的
と
考
え
て
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
か
ら
家
族
の

形
態
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
大
消
費

地
の
求
め
る
も
の
が
、
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
る
現
在
、
ス
イ
カ
の
ラ
イ
バ
ル
は

必
ず
し
も
ス
イ
カ
で
は
な
い
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
県
と
市
、
Ｊ
Ａ
そ
し
て
生
産
者
が
一
丸

と
な
り
、
こ
の
地
域
が
も
つ
多
く
の
生
産

物
を
お
客
さ
ま
の
視
点
か
ら
捉
え
、
産
業

振
興
や
雇
用
の
増
加
に
結
び
つ
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
の
財
産
で
あ

る
「
食
・
農
・
観
」
を
都
会
の
消
費
者
が

体
感
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
産
地
と
し

て
の
価
値
は
さ
ら
に
高
ま
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
産
地
か
ら
消
費
地

に
で
き
る
だ
け
足
を
運
び
、
食
べ
て
い
た

だ
く
機
会
を
数
多
く
設
け
、
直
接
お
客
さ
ま

と
ふ
れ
合
い

な
が
ら
タ
イ

ム
リ
ー
な
情

報
を
収
集
す

る
こ
と
の
大

切
さ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ

た
今
回
の
フ

ェ
ア
で
し
た
。

 

 

 

あんしん食材を確認できます 

食品の放射性物質検査始まる
　
市
で
は
、
食
品
に
含
ま
れ
る
放
射

性
物
質
検
査
を
８
月
20
日
か
ら
、
平

鹿
庁
舎
２
階
の
生
活
環
境
課
検
査
室

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
検
査
は
、
簡
易
型
ガ
ン
マ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ー
タ
に
よ
る
簡
易
検
査
で
、

検
査
機
器
を
導
入
し
て
の
住
民
向
け

の
検
査
は
、
県
内
の
市
町
村
で
は
初

の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
検
査
に

要
す
る
時
間
は
１
時
間
程
度
で
、
１

日
に
受
け
入
れ
可
能
な
検
体
数
は
６

検
体
程
度
で
す
。
検
査
を
希
望
す
る

方
は
、
事
前
に
電
話
で
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
検
査
は
無
料
で
す
。

　
な
お
、
検
査
の
結
果
は
、
食
品
を

持
ち
込
ま
れ
た
方
に
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
、
検
査
日
、
品
目
、
産
地
、
測
定

数
値
を
公
表
し
ま
す
の
で
同
意
を
お

願
い
し
ま
す
。
　

◆
申
込
み
／
市
市
民
生
活
部
生
活
環

　
境
課
検
査
室
　
２
４
‐
１
１
４
１

◆
問
合
せ
／
市
市
民
生
活
部
生
活
環

　
境
課
　
３
５
‐
２
１
８
４

細かく刻んだ600㌘程度の食品を、
専用の容器に充てんする作業

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聴
く

機
会
を
作
り
、
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
『
市
長
へ
の
手
紙
』
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
、
手
紙
や
電

子
メ
ー
ル
等
で
直
接
お
受
け
し
、
市
政
運

営
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
く
内
容
は
、
市
政
に
対

す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
ま
ち
づ
く
り
等

へ
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
送
り
先
・
問
合
せ
先

・
横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号
南
庁
舎

　
市
長
公
室
　
広
報
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

　
シ
ョ
ン
担
当
『
市
長
へ
の
手
紙
』
係

　
　
３
５
‐
２
１
６
２

　
※
後
日
、
お
返
事
を

　
差
し
あ
げ
る
際
に
必

　
要
で
す
の
で
、
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　
番
号
を
ご
記
入
く
だ

　
さ
い
。
用
紙
の
種
類

　
や
様
式
は
問
い
ま
せ
　

　
ん
。

 

 

 

市政の窓行政報告 



　８月18日、平鹿地域を活動の拠点とする音楽団体が一
堂に会し、今年で２回目となる音楽祭が平鹿体育館で開
催されました。
　今回は、平鹿地域出身の声楽家である小松田茂さんが
特別出演し、童謡や最近のヒット曲を披露。訪れた人た
ちは、小松田さんの透明感のある明るい歌声に酔いしれ
ました。そして、フィナーレは150人を超える出演者が聴
衆とともに『横手市民歌』を大合唱。出演者も聴衆も音
楽を通じて、元気パワーを充電したようでした。

Topics

芸の満足度を投げ銭にして  

笑顔のまちの『は・は・は祭』

　８月８日、雄物川町の真夏のイベント『は・は・は祭』が
雄物川町今宿商店街通りで開催され、約4,700人の人出で
にぎわいました。平成８年８月８日から開催されている
このお祭りは、今年で17回目となります。
　吉田小マーチングバンドと雄物川高校吹奏楽部の演奏
を皮切りに祭りがスタート。第２会場では、アマチュア
ロックバンドによるエネルギッシュな演奏やギターの弾
き語り、キッズ・ヒップホップ・ダンスなどが披露され、
詰めかけた多くの観客の拍手と歓声を浴びていました。

■4,700人の笑顔であふれる（雄物川）

　８月12日、Ｙ（わいわい）ぷらざで『よこてジャリ
銭バトル寄席』が開催され、市内のアマチュア芸人を
中心に12組が登場。有名ミュージシャンの曲に合わせ
てパフォーマンスを繰り広げたり、巧みなマジックで
会場を驚きに包んだりして自慢の芸を披露し、観客は
用意された箱にお金を投じて、賞賛を表しました。

  終戦記念日の８月15日、横手ユネスコ協会主催の『平
和の鐘を鳴らそう』集会が、平鹿町の西法寺で開かれ
ました。出席者は順に鐘を突きながら東日本大震災の
被災地復興と世界平和を祈り、最後は全員で「どんな
暴力も許しません」「みんなで力を合わせます」など６
つの平和宣言を朗読し、平和の誓いを新たにしました。

会場を沸かせた『横手YOSAKOIキッズ』のダンス

エンディングは出演者全員で横手市民歌を大合奏

■全日本元祖たらいこぎ選手権大会（増田）

水しぶきをあげ懸命にたらいをこぎ、ゴールを目指す選手

ゴール目指しデットヒートを展開

　８月16日、増田地域の恒例行事『全日本元祖たらいこ
ぎ選手権大会』が真人公園内の公園沼で行われました。
　遠くは大分県など県内外から、子ども・中学生以上の
男女・団体の各部門に145人が参加し、42.195㍍先のゴー
ルを目指しました。水しぶきをあげ豪快に進む選手やバ
ランスを崩して転覆する選手など、好・珍プレーが続出。
　東京から参加した小学５年生の永作直也君は「バラン
スを取るのが難しかったです。来年も参加してもっとい
い結果を出したいです」と話してくれました。

 平和の祈りを込めて （横手）（平鹿）

音楽で元気と安らぎを
■第２回平鹿音楽祭（平鹿）

市報よこて 12No.166  2012(       24　).9.1市報よこて13 2012(       24　).9.1  No166 平成　 年平成　 年

2

　旧雄物川中学校バスケットボール部ＯＢが、バスケッ
トボールによる世代間交流を目的とした『雄物川ドリーム
チーム☆2012』を８月12日、雄物川体育館で行いました。
今年で４回目の開催に、雄物川、大森、大雄地域の小学
生から社会人まで幅広い年代のチームが参加しました。
　高校や大学、社会人で活躍した旧雄物川中ＯＢの選手
で編成したドリームチームは、各チームと試合を実施。
横手明峰中男子バスケットボール部との試合では、迫力
あるプレーを披露し、後輩たちにエールを送りました。

■雄物川ドリームチーム☆2012（雄物川）

バスケットがつなぐ人の輪

ドリームチームに果敢に挑戦する小学生

■ときめき世界遺産塾（平泉町）が来横

平泉とゆかりの深い横手を探訪

　平泉の世界遺産について理解を深め、愛護を推進する
一関・奥州地域の学生を中心とした『ときめき世界遺産
塾』の皆さん約20人が８月９日、横手市を訪れました。
　市文化財保護課の職員が案内役を務め、後三年の役金
沢資料館、金沢公園、平安の風わたる公園、大鳥井山遺
跡を紹介しました。金沢資料館で一行は、後三年合戦絵
詞の説明を受けながら熱心に巻物を鑑賞しました。また、
今回の探訪で奥州藤原氏とゆかりの深い横手をより身近
に感じることができたようでした。後三年の役金沢資料館を見学する『ときめき世界遺産塾』の皆さん

プロの選手が夢を伝える
■秋田ＮＨ・バスケットボール教室（平鹿）
　８月11日、平鹿中学校でプロバスケットボールリーグ・
秋田ノーザンハピネッツの長谷川誠プレイングマネージ
ャーほか９人の選手やトレーナーが、平鹿地域の小中学
校のバスケットボール部員ら115人を対象に教室を開催し
ました。ハピネッツの選手は、低い姿勢でのドリブルな
どバスケットの基本動作を指導しました。
　交流試合では、ダンクシュートなど豪快なプレーを披
露する反面、試合中に子どもたちに話しかけたりユーモ
アも交えて、バスケットボールの魅力を伝えていました。 基本動作を指導する長谷川プレイングマネージャー

　８月８日、よこての全国線香花火大会実行委員会の
下タ村正樹実行委員長が、岩手県釜石市の保育園を訪
問し、東日本大震災からの復興応援メッセージを記し
た国産線香花火をプレゼントしました。この花火は７
月21日に開催した『第９回よこての全国線香花火大会』
の来場者からの協力金が原資となっています。

復興支援で花火を届ける国体の出場をかけ熱戦を展開

  『ぎふ清流国体』の出場権をかけた、第39回東北総合
体育大会のバレーボール競技が、８月17日から19日に
かけ市内で開催されました。東北各県代表の成年男女、
少年男女の24チームが参加し、熱戦を展開。秋田県を
代表して参加した、雄物川高校単独チームの少年男子
と成年男子、少年女子が出場権を獲得しました。
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佐々木　悠乃さん
ささき　ゆうの（23歳・増田）

  

教
師
を
志
し
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
に
進
学

し
た
悠
乃
さ
ん
は
、
卒
業
後
音
楽
の
講
師
と
し

て
教
壇
に
立
ち
、
４
月
か
ら
は
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
の
副
顧
問
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
悠
乃
さ
ん
自
身
も
中
学
か
ら
吹
奏
楽
を
始
め

大
学
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
に
所
属
し
、
現
在

は
横
手
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
で
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
に
つ

い
て
「
個
人
の
演
奏
が
積
み
重
な
り
、
み
ん
な

の
気
持
ち
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
き
は
と
て
も

魅
力
的
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
悠
乃
さ
ん
。

　
ま
た
理
想
の
教
師
像
に
つ
い
て
は
「
生
徒
に

注
意
し
た
り
、
指
導
す
る
だ
け
の
接
し
方
で
な

く
、
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
大
き
な
気
持
ち

で
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
教
師
を
目
指
し
ま
す
」

と
話
し
、
生
徒
へ
の
優
し
さ
と
共
に
頼
も
し
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
こ
れ
か
ら
体
験
し
た
い
こ
と

　
音
楽
の
本
場
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
て
、
オ

ペ
ラ
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
鑑
賞
し
て
み
た
い
で

す
。
　

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。佐々木さんは、前
回の小泉さんからのご紹介です。

みいりの保育園（横手）すぎ組のおともだち 樽見内保育園（平鹿）ばら組のおともだち

　ＳＡＫＵＲＡ ＦＣは、監督を務める宮川さんが
「サッカーで子どもたちの可能性を広げたい」との
思いを大森スポーツクラブさくらに相談し、同ク
ラブでサッカー教室をスタートさせ、今年４月か
らサッカースポーツ少年団として活動しています。
　現在団員は、大森、雄物川、大雄地域の小学生
27人。毎週日・火・金曜日に、大森の旧白山小学
校のグラウンドで練習に励み、全日本少年サッカ
ー大会県南予選などに出場しています。
　「練習がとても楽しみです。オリンピックのサ
ッカーの試合は、とても勉強になりました。将来
の夢はＪリーグの選手になることです」と団員の
皆さんは笑顔を見せます。
　監督の宮川さんは「団員の成長が目に見えて分
かり、やりがいがあります。第２・４日曜日には
サッカー教室を開いていますので、興味のある方
は一度体験してみませんか」と話してくれました。
◆問合せ 大森スポーツクラブさくら   26-4073

材料（４人分）
○おくら…180ｇ　○菊…60ｇ　○刺身イカ…60ｇ
○にんじん…10ｇ ○みょうが…10ｇ　○酢…少々
【調味料】○白しょうゆ…小さじ１ ○練りがらし…少々

作り方
①おくらは茹でて斜め切りにする。
②菊は酢を入れてさっと茹で、冷水に浸け苦味を取り、
　水気をきっておく。
③にんじんは千切りにして、さっと茹でる。
④刺身イカはさっと熱湯をかけておく。
⑤みょうがは細かく刻んでおく。
⑥調味料の白しょうゆと、好みの量の練りがらしを合わ
　せる。
⑦①から⑤の材料をボウルに入れ、⑥の調味料で和える。

◎今月の紹介者

１人分の栄養素
エネルギー  33.0kcal
タンパク質   3.9g
脂　　　質   0.3g
塩　    分   0.5g

　毎朝４時30分からおくら
を収穫し、７月上旬から10

月中旬まで、イオン横手南店の安心
畑で販売しています。おくらは黄色
いきれいな花を咲かせる夏野菜です。
茎の切り口がみずみずしい物ほど新
鮮です。今年は暑い日が続き、おい
しいおくらができましたので、おひ
たしなどにして、ご賞味ください。
（ＪＡ秋田ふるさと直売の会安心畑
　　　・戸巻ミヨさん・大雄 折橋）

 

おくらのからし和え

　今月の食材　　   　『おくら』

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ

シイ
ってカラダにイイ

横手市食生活改善推進協議会
横手支部
小原惠子さん（横手・朝倉）
　おくらに含まれる水溶性食物繊維
ムチンは、コレステロールや血圧の
低下に働き、生活習慣病の予防効果
があります。香味のみょうがを加え
て減塩でヘルシーな夏の一品です。
おくらは茹でて冷凍保存ができます。

ＳＡＫＵＲＡ ＦＣ
さくら フットボールクラブ

食事バランスガイド

主食
副菜
主菜

牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1 212

5

7

1 2

1

2

  

宮
城
県
仙
台
市
出
身
の
さ
ち
子

さ
ん
は
、
仙
台
の
洋
菓
子
店
『
銀

の
り
ぼ
ん
』
で
同
職
し
た
直
さ
ん

と
平
成
10
年
に
結
婚
し
、
２
年
後

ご
主
人
の
実
家
の
菓
子
店
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
の
に
合

わ
せ
て
雄
物
川
町
に
住
み
始
め
ま

し
た
。
「
電
車
や
車
が
頻
繁
に
通

る
繁
華
街
で
育
っ
た
の
で
、
町
の

静
か
さ
や
自
然
の
豊
か
さ
に
心
が

癒
や
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
家
族
で
経
営
す
る『
か
し
の
木
』

で
は
、
直
さ
ん
が
作
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ケ
ー
キ
が
人
気
商
品
。
義
父

の
厚
さ
ん
も
和
洋
菓
子
を
作
り
、

さ
ち
子
さ
ん
も
二
人
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　
中
１
の
舜
く
ん
、
小
４
の
耀
く

ん
、
小
３
の
乃
音
ち
ゃ
ん
は
、
末

っ
子
の
歩
ち
ゃ
ん
の
面
倒
を
見
て

く
れ
る
仲
の
良
い
兄
弟
で
す
。
ま

た
、
仕
事
の
合
間
を
み
て
、
練
習

を
し
て
駅
伝
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

出
場
す
る
直
さ
ん
を
家
族
全
員
で

応
援
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
、
地
域
の
人
か
ら
親
し
ま

れ
る
お
店
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
す
さ
ち
子
さ
ん
。
お
子
さ
ん

た
ち
の
笑
顔
が
、
家
族
や
お
店
に

と
っ
て
の
宝
物
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

加賀屋　さち子さん
かがや　さちこ(38歳・雄物川）

し
ゅ
ん

宮城県

仙台市

岩手県

山形県

福島県

秋田県

■面積　　785.85k㎡
■人口　1,058,412人
■世帯　　477,927世帯

宮城県

な
お

ひ
か
る

　
の
　
の

あ
ゆ
む
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お
知

ら
せ 　

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

□
　
タ
ー『
サ
ポ
ー
ト
会
員
講
習
会
』

　
託
児
援
助
を
行
い
た
い
方
を
対
象

に
、
小
児
科
医
を
講
師
に
迎
え
、
子

ど
も
の
発
育
と
か
か
り
や
す
い
病
気

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
19
日（
水
）午
後
２
時

　
〜
４
時(

受
付
午
後
１
時
40
分
〜)

　
※
託
児
あ
り
、
事
前
申
込
み
必
要

◆
場
所
／
十
文
字
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
９
月
14
日（
金
）

◆
申
込
み
／
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

　
ト
セ
ン
タ
ー
本
部

　
　
３
５
‐
７
２
１
１

　
　『
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
』

　
　
を
開
催
し
ま
す

　
い
ろ
い
ろ
な
材
料
を
使
い
、
お
も

ち
ゃ
を
つ
く
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

友
だ
ち
同
士
や
ご
家
族
で
の
参
加
も

で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
22
日(

土)

午
前
９
時

　
〜
11
時
30
分(

受
付
８
時
30
分
〜
）

◆
場
所
／
浅
舞
公
民
館
※
参
加
無
料

◆
対
象
／
市
内
の
小
学
生

◆
内
容
／
図
工
あ
そ
び
、
森
の
ク
ラ

　
フ
ト
、
木
工
工
作
、
折
り
紙
建
築
、

　
紙
と
ん
ぼ
作
り
な
ど

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
課
　
３
５
‐
２
２
５
４

　
　
秋
田
栄
養
短
大『
公
開
講
座
』

　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　
『
寒
天
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
と

調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。『
寒
天
』の

基
礎
知
識
と
新
メ
ニ
ュ
ー
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
※
参
加
無
料

◆
日
時
／
９
月
19
日（
水
）午
後
１
時

　
〜
４
時
30
分
※
託
児
あ
り
、
事
前

　
申
込
み
必
要

◆
場
所
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
30
人(
う
ち
調
理
人
数
は
16

　
人
）
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
申
込
期
間
／
９
月
３
日（
月
）午
前

　
９
時
〜
10
日（
月
）午
後
５
時

◆
申
込
み
／
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
３
３
‐
３
９
９
５

　
　
郷
土
の
史
跡
・
文
化
財
探
訪

　
　
を
開
催
し
ま
す

　
黒
川
地
区
の
遺
跡
や
史
跡
を
探
訪

し
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
13
日(

木)

午
前
８
時

　
20
分(

あ
さ
く
ら
館
集
合)

〜
正
午

◆
申
込
期
間
／
９
月
４
日(

火)

〜
６

　
日(

木)

※
先
着
20
人

◆
申
込
み
／
あ
さ
く
ら
館

　
　
３
５
‐
２
１
３
８

◆
問
合
せ
／
横
手
文
化
財
保
護
協
会

　
半
田
さ
ん
　
３
２
‐
４
７
７
２

　
　『
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

　
　
養
成
研
修
』受
講
者
募
集

◆
日
時
／
11
月
１
日（
木
）〜
12
月
18

　
日(

火)

※
平
日
の
み

◆
場
所
／
南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア

◆
対
象
／
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

◆
定
員
／
36
人
※
応
募
多
数
の
場
合
、

　
抽
選

◆
受
講
料
／
４
０
，０
０
０
円（
テ
キ

　
ス
ト
代
含
む
）

◆
申
込
期
間
／
９
月
４
日（
火
）〜
10

　
月
２
日(

火)

午
後
５
時
ま
で

◆
申
込
み
／
南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア

　
　
２
６
‐
３
８
８
０

　
　『
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
』受
験

　
　
直
前
対
策
講
座
・
模
擬
試
験

【
受
験
直
前
対
策
講
座
】

◆
日
時
／
10
月
21
日（
日
）午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
遊
学
舎
（
秋
田
市
）

【
模
擬
試
験
】

◆
日
時
／
11
月
14
日（
水
）午
前
10
時

　
30
分
〜
午
後
３
時
25
分

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

《
共
通
事
項
》

◆
対
象
／
国
家
試
験
受
験
予
定
者

◆
定
員
／
先
着
１
２
０
人

◆
受
講
料
／
１
１
，０
０
０
円（
テ
キ

　
ス
ト
は
事
前
に
購
入
申
込
み
必
要
）

◆
申
込
期
限
／
９
月
21
日(
金)
当
日

　
消
印
有
効

◆
申
込
方
法
／
申
込
書
に
、
受
講
料

　
振
込
の
際
の『
振
込
金
受
取
書
』の

　
写
し
を
貼
付
し
、
90
円
切
手
貼
付

　
の『
返
信
用
封
筒
』を
同
封
の
う
え
、

　
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
秋
田

　
市
旭
北
栄
町
１
‐
５
）
へ
郵
送

　
※
10
月
５
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル

　
は
返
金
不
可

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
７
５

　
　『
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
１
０
、ネ
ッ
ト

　
　
販
売
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
』基
礎
講
習

　
求
職
者
、
農
業
者
、
ネ
ッ
ト
事
業

に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
で
キ
ー
ボ
ー

ド
入
力
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

◆
日
時
／
９
月
18
日（
火
）〜
25
日(

火)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
平
日
の
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
定
員
／
先
着
10
人
※
受
講
料
無
料

◆
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　
会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

　
労
働
課
内
）
　
３
３
‐
３
８
９
９

　
　
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
　

　
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大

学
校
学
生
・
看
護
学
生
の
募
集
で
す
。

◆
募
集
期
間
／
９
月
３
日（
月)

〜
10

　
月
１
日(

月)

◆
対
象
／
平
成
25
年
３
月
高
校
卒
業

　
予
定
の
方
お
よ
び
18
歳
以
上
21
歳

　
未
満
の
方
（
看
護
学
生
は
、
高
校

　
を
卒
業
し
24
歳
未
満
の
方
）

◆
試
験
日
／【
看
護
学
生
】10
月
20
日

　（
土)

【
防
衛
医
科
大
学
校
】10
月
27

　
日(

土)

・
28
日(

日)

【
防
衛
大
学
校
】

　
11
月
10
日(

土)

・
11
日(

日)
◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　
所
　
３
２
‐
３
９
２
０

みいりの保育園（横手）すぎ組のおともだち

講
　座

募
　集

情報～information～

催
　し

講
　座

募
　集

相
　談

　
　
秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体

　
　
連
合
会
職
員
募
集

◆
対
象
／
平
成
25
年
３
月
に
４
年
制

　
大
学
卒
業
予
定
の
方
ま
た
は
大
学

　
卒
業
後
３
年
以
内
の
方

◆
募
集
期
限
／
９
月
18
日(

火)

必
着

◆
試
験
日
／【
第
１
次
試
験
】10
月
14

　
日（
日)

【
第
２
次
試
験
】11
月
中
旬

◆
申
込
み
／
申
込
用
紙
は
秋
田
県
国

　
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
総
務
課

　
で
配
布
※
郵
送
希
望
の
場
合
は
、

　
封
筒
の
表
に
『
職
員
採
用
試
験
申

　
込
用
紙
請
求
』
と
朱
書
き
し
、
宛

　
先
を
明
記
し
た
１
２
０
円
切
手
貼

　
付
の
返
信
用
封
筒
を
同
封

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
国
民
健
康
保
険

　
団
体
連
合
会

　
　
０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
８
６
４

　
　
全
国
一
斉『
高
齢
者
・
障
が
い

　
　
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
』

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

全
国
一
斉
『
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
』
を
実
施
し
ま

す
。
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
９
月
10
日（
月
）〜
16
日(

日)

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
※
土
・

　
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
申
込
み
／
専
用
相
談
電
話
『
全
国

　
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
』

　
　
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

◆
問
合
せ
／
秋
田
地
方
法
務
局

　
　
０
１
８
‐
８
６
２
‐
１
４
４
３

　
　『
難
病
ふ
れ
あ
い
相
談
会
』を

　
　
開
催
し
ま
す

　
秋
田
赤
十
字
病
院
神
経
内
科
部
長
・

石
黒
英
明
氏
の
講
演
や
医
療
相
談
の

ほ
か
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
生

活
・
福
祉
相
談
、
音
楽
療
法
士
に
よ

る
ふ
れ
あ
い
交
流
も
行
わ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
９
月
９
日(

日)

午
後
０
時

　
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

　
タ
ー
（
湯
沢
市
）

◆
対
象
／
難
病
患
者
と
そ
の
家
族
、

　
ま
た
は
難
病
の
疑
い
の
あ
る
方

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
９
月
５
日（
水
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
秋
田
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会（
秋

　
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
０
１
８
‐
８
２
３
‐
６
２
３
３

　
　
農
業
農
村
整
備
写
真
展

　
　

　
国
営
平
鹿
平
野
農
業
水
利
事
業
に

よ
り
実
施
し
て
い
る
農
業
水
利
施
設

の
工
事
状
況
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

◆
開
催
期
間
・
場
所
／
①
９
月
10
日

　(

月)

〜
21
日(

金)

・
か
ま
く
ら
館

　
②
10
月
１
日(

月)

〜
12
日(

金)

・

　
増
田
地
域
局
庁
舎

◆
問
合
せ
／
東
北
農
政
局
平
鹿
平
野

　
農
業
水
利
事
業
所
調
査
設
計
課

　
　
３
５
‐
７
７
８
１
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浅舞八幡神社祭典　宵祭り協賛花火浅舞八幡神社祭典　宵祭り協賛花火
①青空Ｙ（わいわい)ゲーム
　にぎわいひろばのタイルを盤面に見立て、巨大なコマを
使ったオセロ等のゲームで遊びましょう。
◆日時／９月８日(土)午前10時～午後２時※参加無料
◆場所／にぎわいひろば
②まんまるキッチン＆よこいち。
　男性メインのキッチンイベントやフリーマーケット等が
楽しめます。※まんまるキッチンのみ実費
◆日時／９月16日(日)午前10時～　
◆場所／Atelier Assemble(アトリエ アッサンブレ)ほか

９月のよこてイーストイベント情報９月のよこてイーストイベント情報

 
県民協働フェスタ２０１２県民協働フェスタ２０１２

　『協働』がテーマのイベントです。横手市長と美郷町長
の対談のほか、世界で活躍する『ましゅ＆Ｋｅｉ』による
ミュージック☆クラウンショーやうまいもの市など、親
子で楽しめる催しが満載です。※参加無料
◆日　時／９月９日(日)午前９時30分～午後４時　　　
◆場　所／Ｙ（わいわい）ぷらざ
◆内　容／①対談『市長と町長が語る！地域の垣根を越え
　　　　　た後三年観光』②よろず相談所③親子で楽しむ
　　　　　アートの時間④新鮮野菜や駄菓子販売などのコ
　　　　　ミュニティーマーケットほか
◆問合せ／県南協働フェスタ実行委員会事務局　33-7002

問合せ／よこてイースト管理事務所　38-8851問合せ／よこてイースト管理事務所　38-8851

　中学校の保健体育で必修化され、注目度が高まっている
『ダンス』の講師を招き、公開レッスン・デモンストレーショ
ンを行います。教育関係者ほかどなたでも見学できます。
◆日　時／９月８日(土)午前11時～午後０時30分
◆場　所／Ｙ（わいわい）ぷらざ※見学無料
◆問合せ／横手青年会議所　32-1170

見たい！知りたい！ダンス＆レッスン 見たい！知りたい！ダンス＆レッスン 

　飾り山車と踊り山車11台が平
鹿地域局前通りに勢ぞろいし、
山車と祭り囃子がにぎやかに競
演。大スターマインなどの協賛
花火が本祭り前夜を大いに盛り
上げます。
【宵祭り】時間／17:00～22:00
　 ※協賛花火は20:45～21:30
問合せ／平鹿町観光協会(平鹿地域局産業建設課内　24-1118)問合せ／平鹿町観光協会(平鹿地域局産業建設課内　24-1118)

催
　し

相
　談

2

2

2

９/15
開催
９/15
開催

醍醐保育園（平鹿）ゆり組のおともだち
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地域からのお知らせ いどばたプラザ～idobata plaza～

広告広告

　　　　　
『県南オカリナフェスティバル』参加者募集中！
●内容／秋に市内で開催する、同フェスティバルのオカ
リナ演奏の参加者を募集　●対象／子ども～大人（初心者
歓迎）　●問合せ／日高見さん 　090-4918-4674
　
あきたエコマイスター県南協議会主催『自然観察会』
　大仙市八乙女公園の自然観察や中仙水神社などの歴史
散策を行います。 
●日時／９月16日(日)午前10時30分～午後３時　●集合
場所／横手駅東口午前９時集合※送迎バスを運行します
●参加費／無料（昼食持参）　●申込期限／９月13日（木）
●申込み／照井さん 　090-4314-3284
　
自然を愛する皆さんの集い　
●日時／９月16日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●内容／講演『火曜日の日本語教室』～教える楽しさと苦
しさ～講師：新田祐子氏　●参加費／800円（洋菓子付）※
要予約 ●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　
『ヘンプのアクセサリー教室・第３弾』
　ヘンプ（麻糸）とビーズを組み合せて、ブレスレットを
作ってみませんか。
●日時／９月16日(日)午後２時～４時 ●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ　●参加費／1,500円※道具や材料は全て準
備します ●定員／先着15人 ●申込期限／９月10日（月）
●申込み／冨岡さん 　090-7936-8881
　
『ピアノ発表会』
　子どもから大人まで、独奏や連弾を披露します。
●日時／９月16日(日)午後２時開演 ●場所／かまくら館 
●入場料／無料　●問合せ／木下さん 　33-6537
　
墨絵の会『第３回水墨画展』
　９月27日には、作品の入替を行います。
●期間／９月19日(水)～10月15日(月)、午前９時30分～
午後５時 ●場所／秋田ふるさと村（１階工芸展示館） ●
入場料／無料　●問合せ／青川さん 　32-6845　
　
南部シルバーエリア『野菜をたっぷり使う料理教室』
●日時／９月29日(土)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費・保険料込）　●定員／20人　●申込開始／９月
１日(土)　●持ち物／エプロン、三角巾、筆記用具　●
場所・申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　

　
『赤ちゃんヨガ・ベビーマッサージ体験会』
●日時／９月６日(木)、①午前９時30分～（２カ月～５カ月
の赤ちゃん対象）②午前10時50分～（６カ月～１歳の赤ちゃ
ん対象） ●場所／サンサン横手　●参加費／500円（オイ
ル代込） ●問合せ／はなはな 黒丸さん 　0187-62-8787
　
秋田県立衛生看護学院・衛看祭2012
　『笑顔（しあわせ）～私からあなたへのおくりもの～』
●日時／９月15日（土）午前９時～午後３時 ●内容／実習
に関する展示、ナース体験など ●場所・問合せ／秋田県
立衛生看護学院（前郷二番町） 　23-5011
　
『リンパマッサージ体験講座』
●日時／９月15日（土）・21日（金）、午前10時30分～正午 
●場所／旭ふれあい館 ●参加費／500円　●定員／10人
※要予約　●申込み／中村さん 　090-5595-0800
　　
かまくら会文化筝サークル『ＳＯＵ（筝）』♪おさらい会♪
●日時／９月15日(土)午後１時30分～３時 ●場所／Ｙ2
(わいわい）ぷらざ ●入場料／無料 ●演奏曲／見上げて
ごらん夜の星を他　●問合せ／細川さん   32-9559
　　　
『星の観望会』 ～夏の星座を楽しもう～
●日時／９月15日(土)午後７時～９時（雨天・曇天は中止）
●場所／秋田ふるさと村第４駐車場 ●参加費／無料 ●
問合せ／横手星の会 武市さん 　33-3997
　
横手やきもの研究会主催『美術の秋-市民ボランティア呈茶』
●日時／９月16日(日)午前10時～午後３時 ●場所／秋田
ふるさと村彫刻広場（秋田県立近代美術館前）●参加費／
無料　●呈茶／近晋求社中（茶道玉川遠州流） ●問合せ／
小林さん 　32-3952
　
『将来に差をつける生活塾』～もっとしりたい！おうちのおかね～
　暮らしに役立つ家計の管理情報や知恵を、会計の専門
家が分かりやすく説明します。
●日時／９月16日（日）午前10時～11時30分　●場所／Ｙ2
(わいわい）ぷらざ　●入場料／無料　●定員／20人※要
予約　●託児／無料※先着５人。９月９日まで要予約 ●
申込み／ＯＦＦＩＣＥ ＷＡＹ 今さん 　080-6040-3172
　

いどばたプラザいどばたプラザ
　掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容がわかるもの
を市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せください。

献血日程
月日・地域 実　施　場　所 受付時間 種類
９月２日(日)
雄物川

９月４日(火)
横　手

９月５日(水)
平　鹿

９月13日(木)
横　手

９月15日(土)
横　手

全血

成分

全血
10：00～11：40
13：00～15：40
10：00～11：00県平鹿地域振興局庁舎

スーパーセンタートラスト雄物川店
（ふれあい献血キャンペーン）

13：15～15：00横手市役所南庁舎
 9：45～10：30横手市役所平鹿庁舎
11：00～11：45㈱品川合成製作所
13：45～14：30羽後交通㈱本社

秋田ふるさと村

秋田県立衛生看護学院（衛看祭）

15：00～16：00
 9：30～11：30
13：00～15：30

横手語りのまつり ～かだろ 語ろう 文化の交流会～横手語りのまつり ～かだろ 語ろう 文化の交流会～
  ふるさとの昔語りをはじめ歌や踊りに芝居など、横手の
文化をお楽しみください。
◆日時／９月23日（日）正午～午後４時30分
◆場所／かまくら館ホール
◆入場料／無料    ◆定員／350人
◆内容／１部：横手ふるさと昔語り『会員
　　　　および横手南小学校児童の昔語り』
　２部：交流コラボレーション『コーラス、
　      フラダンス、サキソフォン演奏他』
　３部：芝居と語りでつづる後三年合戦絵詞
◆問合せ／横手ふるさと語りの会 菅原さん   33-3070   

    
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 

  
 
 
　
　

  
   

 
 
 
 
 
 

　　
　 

　
　
　
　
　

　
　　
　　
 
 　
　 
　 
　 
  
　
 　
　　
　
　　
　
　　
　　
　　

　
　　
　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　　
　　
　　
　　
　
　　
　　
　　

『花咲かせプロジェクト』に、ご支援・ご協力ください！
　

第１弾：劇団わらび座ミュージカル『セロ弾きのゴーシュ』

　『子どもとアートプロジェクト“明日”』は、おやこ劇場の
全国的な交流組織内で作られ、集まった募金を基に多彩な
復興支援活動を行っています。この秋より東北・茨城120カ
所で『花咲かせプロジェクト』が始まり、市内でも賛同す
る大人の方から１口千円以上の参加協力金を集め、地域の
未来を担う子どもたちを、本物の舞台芸術に招待するとい
う新しい取り組みに挑戦します。ご支援ご協力をお願いい
たします。
　
●日時／９月20日(木)午後６時30分開演　●場所／浅舞公
民館　●入場料／子どもはご招待　※大人の参加希望者は
参加協力金を振り込み、ご参加願います。●問合せ／横手
おやこ劇場 齊藤さん 　090-2848-0573

ひ　たか　み
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ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

広告

発行号「９月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　９月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　横手産のトマト『シ
シリアンルージュ』で
作られたピューレジュ
ースをふんだんに使用
した水まんじゅうです。
まんじゅうの中には『チーズあん』が入り、トマトと
チーズが絶妙にマッチした逸品です。
　今回は、８個入りの『とまと水まんじゅう』を３名
様にプレゼントします。
【提供】かしの木（雄物川町今宿） 　22-4250
※かしの木で１個130円、８個入り1,080円で販売しています（どち
　らも税込価格）。

広告

　
読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
広
聴
担

当
あ
て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

た
よ
り９９

（７/16～８/15日到着分）

（７/16～８/15日到着分）

１１
20122012 ８月中旬から始まったホップの収穫（大雄地域）

８月中旬から始まったホップの収穫（大雄地域）

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

トマトとチーズの相性抜群！ 

『とまと水まんじゅう』

2

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
編

基
礎
編
）
を
学
ん
で
今
年
で
５
年
目

に
な
り
ま
す
。
視
覚
障
が
い
者
、
聴

覚
障
が
い
者
の
方
々
と
出
逢
う
機
会

が
あ
り
、
明
る
い
皆
さ
ん
に
接
し
て

い
る
と
、
些
細
な
事
で
不
平
不
満
を

言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
な
と
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い

う
方
と
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
バ
ッ
タ
リ

会
っ
た
と
き
は
、
出
番
が
来
た
と
思

え
て
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

（
カ
プ
リ
さ
ん
・
60
歳
・
横
手
）

　
６
月
下
旬
、
南
三
陸
町
志
津
川
を

視
察
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
紙

上
や
映
像
で
見
る
の
と
実
際
に
目
の

前
に
し
た
光
景
と
で
は
全
然
違
い
、

言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
震
災

で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
の
献
花
台
の

前
に
立
ち
、
ま
さ
か
の
あ
の
震
災
、

津
波
が
来
な
け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
あ

ら
た
め
て
涙
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈

り
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
そ

し
て
心
の
通
っ
た
支
援
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
旅
で
し
た
。

（
葉
月
さ
ん
・
66
歳
・
増
田
）

　
今
年
に
入
っ
て
腎
不
全
の
た
め
、

人
工
透
析
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
車

の
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
年
金
生
活
、

一
人
暮
ら
し
の
私
は
、
通
院
の
方
法

と
交
通
費
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
デ
マ
ン
ド
交

通
の
計
画
が
あ
る
と
い
う
話
が
耳
に

入
り
、
送
迎
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
悪
天
候
の
日
も
心
配
な

く
通
院
し
て
い
ま
す
。
病
院
ま
で
行

き
や
す
く
な
り
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

（
平
鹿
の
Ｓ
婆
ち
ゃ
ん
・
82
歳
・
平
鹿
）

　
大
相
撲
名
古
屋
場
所
は
大
関
日
馬

富
士
が
全
勝
優
勝
で
、
日
本
人
力
士

の
優
勝
は
ま
た
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
昭
和
30
〜
40
年
代
、
横
綱

照
国
、
大
関
清
国
、
前
頭
清
ノ
森
と
、

相
撲
大
国
と
呼
ば
れ
た
時
代
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
平
鹿
町
出
身
の
力

斗
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
再
び

相
撲
大
国
秋
田
の
横
手
を
、
全
国
に

そ
の
名
を
轟
か
す
日
を
と
願
っ
て
い

ま
す
。

（
秋
南
サ
ミ
ッ
ト
さ
ん
・
62
歳
・
増
田
）

　
秋
田
の
短
い
夏
も
盛
り
。
毎
週
末

は
各
地
で
祭
り
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。
私
は
自
転
車
通
勤
を
し
て
い

ま
す
が
、
休
み
は
川
へ
行
っ
た
り
、

山
へ
行
っ
た
り
し
て
自
然
を
満
喫
し

て
い
ま
す
。
山
や
川
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
な
が
ら
昼
食
を
と
る
と
日
頃
の
ス

ト
レ
ス
も
な
く
な
り
ス
ッ
キ
リ
し
た

気
持
ち
に
な
れ
ま
す
よ
!!

（
チ
ャ
リ
通
さ
ん
・
53
歳
・
十
文
字
）

　
こ
の
間
、
お
店
か
ら
出
る
時
、
高

校
生
ら
し
い
子
が
「
こ
ん
ば
ん
は
」

と
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と

て
も
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
思
い
も

よ
ら
な
い
所
で
あ
い
さ
つ
を
受
け
る

と
、
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
母
と

私
と
姉
と
で
、
ほ
ほ
え
み
が
出
ま
し

た
。
そ
ん
な
ふ
れ
あ
い
が
、
社
会
生

活
の
中
で
一
つ
の
力
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

（
母
さ
ん
・
59
歳
・
平
鹿
）

　
リ
ク
ル
ー
ト
（
東
京
）
が
、
観
光

客
を
迎
え
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー（
お

も
て
な
し
）
へ
の
評
価
を
調
査
し
ま

し
た
。
調
査
に
よ
る
と
本
県
は
全
国

で
３
位
、
観
光
情
報
の
充
実
ぶ
り
は

４
位
で
し
た
。
本
県
は
、
東
日
本
大

震
災
の
風
評
被
害
を
受
け
て
観
光
客

の
減
少
に
苦
し
む
中
で
、
も
て
な
し

の
姿
勢
を
評
価
さ
れ
た
形
で
す
。
震

災
後
の
来
訪
へ
の
感
謝
が
伝
わ
っ
た

事
が
う
か
が
え
ま
す
。
一
方
『
子
ど

も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
や
施
設
が

多
か
っ
た
』
は
34
位
な
ど
、
厳
し
い

評
価
が
目
立
ち
ま
し
た
。
こ
う
し
た

課
題
を
、
こ
れ
か
ら
の
若
者
が
克
服

す
る
と
い
う
秋
田
の
テ
ー
マ
が
見
え

ま
し
た
。

（
栗
原
研
さ
ん
・
21
歳
・
大
森
）

　
こ
の
便
り
を
読
む
頃
は
、
暑
い
暑

い
夏
も
い
く
ら
か
や
わ
ら
ぎ
、
夜
は

す
ず
虫
を
は
じ
め
、
秋
の
虫
の
音
が

疲
れ
た
心
を
い
や
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
年
も
秋
祭
（
浅
舞
の

八
幡
神
社
）
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
15
・
16
日
の
２
日
間
で
す
。
年

番
の
皆
さ
ん
は
、
疲
れ
た
の
一
言
も

な
く
真
剣
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
山
車
も
花
火
も
す
ば
ら
し
い

で
す
。
ぜ
ひ
と
も
浅
舞
の
ま
つ
り
っ

こ
に
来
て
た
ん
せ
!!
雨
が
降
ら
な
い

よ
う
祈
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

（
Ｃ
・
Ｅ
さ
ん
・
68
歳
・
平
鹿
）

　
会
社
を
卒
業
す
る
時
分
か
ら
畑
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
約
１
０
０
坪
位

の
畑
を
体
力
づ
く
り
も
兼
ね
て
ほ
と

ん
ど
手
作
業
で
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。
ソ
ラ
マ
メ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ゴ
マ

な
ど
、
あ
ま
り
こ
の
辺
で
は
作
っ
て

い
な
い
も
の
を
栽
培
し
て
お
い
し
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
畑
の
そ
ば
に

は
小
川
が
あ
り
、
イ
ス
を
出
し
て
涼

ん
で
い
る
と
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
カ
ニ
、

ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
が
元
気
に
泳
い
で
い

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
横

手
だ
、
い
い
な
あ
！

（
ザ
リ
ガ
ニ
く
ん
さ
ん
・
69
歳
・
横
手
）

　
今
ま
で
あ
っ
た
建
物
が
少
し
ず
つ

な
く
な
っ
て
い
く
様
子
は
寂
し
く
感

じ
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
秋
田
は
過
疎
に

一
直
進
と
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。

　
（
あ
っ
ぷ
る
お
ば
ち
ゃ
ん
さ
ん
・

73
歳
・
増
田
）

　
７
月
に
胆
嚢
摘
出
手
術
を
受
け
ま

し
た
。
一
週
間
で
退
院
出
来
ま
し
た

が
、
そ
の
間
、
夜
７
時
す
ぎ
に
診
察

に
来
て
く
れ
た
の
が
女
医
さ
ん
で
し

た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
梅
ち
ゃ
ん
先

生
は
、
独
立
し
て
女
医
さ
ん
を
し
て

い
ま
す
が
、
横
手
の
梅
ち
ゃ
ん
先
生

は
こ
れ
か
ら
で
す
。
大
変
で
し
ょ
う

が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
も
妻
も

応
援
し
て
い
ま
す
。

（
頑
固
親
父
さ
ん
・
70
歳
・
横
手
）

　
健
康
の
駅
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

指
導
員
の
方
も
皆
さ
ん
親
切
で
、
毎

回
と
て
も
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
西
部
や
南
部
の
夕
暮
れ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
、
年
間
通
し
て
や
っ
て
欲

し
い
で
す
。
仕
事
終
わ
り
だ
と
、
平

日
は
利
用
で
き
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

（
横
井
さ
や
か
さ
ん
・
27
歳
・
大
雄
）

　
健
康
の
駅
よ
こ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
夕
暮
れ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
は
、

仕
事
帰
り
に
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
年

度
は
昨
年
度
よ
り
１
カ
月
長
い
、
６

月
か
ら
11
月
ま
で
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
週
末
の
日
中
は

Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ
内
の
東
部

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
館
し
、

休
日
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
、
常
駐
の
運
動
指
導
員

の
確
保
に
努
め
、
現
在
の
開
館
時
間

と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
ど
う

か
ご
了
解
く
だ
さ
い
。（健

康
推
進
課
）

横手かまくらＦＭで、
毎日３回、行政情報など
を放送中です！

　ＦＭのアナウンサーが、タイムスリップして後
三年合戦の舞台をリポートするバラエティー番組
です。第３回は、９月９日(日)正午～15分放送！
　市ホームページ（ＨＰ番号000011004）では、放
送日以降も聞くことができます。

後三年合戦ラジオドラマ『ゴサキヨ』

月曜日から金曜日
　・午前８時00分～８時15分のうち、10分間
　・午後０時30分～０時45分のうち、10分間
　・午後５時45分～６時00分のうち、10分間
土曜日と日曜日
　・午前９時15分～９時30分のうち、10分間
　・午前11時05分～11時20分のうち、10分間
　・午後０時45分～１時00分のうち、10分間　

次回の放送は、９月12日(水)

防災ラジオ試験放送時間
毎月第２水曜日　午前11時50分～正午



広告広告

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　９月は防災月間です。この本では
ちょっとした習慣で防災につながる
ことや災害時にあると便利な台所用
品、省エネ料理などを紹介していま
す。いざというときのために、参考
にしてはいかがでしょうか。

『台所防災術』
坂本廣子、坂本佳奈＝著
／農山漁村文化協会

『台所防災術』
坂本廣子、坂本佳奈＝著
／農山漁村文化協会

　ふくろうの子育ての様子が、厳し
い自然の姿とともに描かれています。
科学絵本としての性質と美しい版画
による芸術性も兼ね備えています。
幼児向けですが、小学校低学年まで
の児童にお薦めの一冊です。

『かあさんふくろう』 
イーディス・サッチャー・ハード＝作、クレメント・ハード＝絵、
おびかゆうこ＝訳／偕成社

『かあさんふくろう』 
イーディス・サッチャー・ハード＝作、クレメント・ハード＝絵、
おびかゆうこ＝訳／偕成社

・９月８日（土）午前10時30分／十文字
・９月16日（日）午前10時30分／横手、雄物川
・９月17日（月）午前10時30分／大森
・９月30日（日）午前11時／増田

９月のおはなし会　会場：各図書館９月のおはなし会　会場：各図書館

　インターネットでは、たくさんの情報が得られます。
その中でも、企業などが集めた情報を有料で提供してい
るデータベースは、信頼性も高く、調べものに大変便利
です。図書館（山内・大雄を除く）では、次のデータベー
スを無料でご利用いただけます。

『調べる』がもっと便利に『調べる』がもっと便利に

◆大人向け

◆こども向け

・東京スカイツリー六三四に挑む／片山修
・大人になった虫とり少年／宮沢輝夫
・うちの子、言葉が遅いかな？／金子保
・みょうがやど〔落語絵本〕／川端誠
・かえるのそらとぶけんきゅうじょ／村上勉

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

　「野球はおもしろい」と
いうのも今夏の高校野球
の秋田県大会決勝があま
りに劇的だったからです。
九回二死無走者からのま
さかの逆転サヨナラ劇で
した。野球人気がかげり
を見せて久しいですが、
『黒い秘密兵器（巨人の
投手が伊賀の忍者）』や
『スポーツマン金太郎（熊
がキャッチャーでした）』
を読んできたものとして
は寂しい。ロンドン五輪
にも無かったし。ロス五
輪決勝の広沢の本塁打を
懐かしく思い出しました。
金メダルが目標だと、子
どもたちの野球に向かう
気持ちも変わるような気
がするのです…。(寛己）

あとがき
広報担当者のつぶやき
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◆【ルーラル電子図書館】社団法人農山漁村文化協会
　月刊誌『現代農業』や『農業総覧原色病害虫診断防除編』、
『農業技術大系』、『聞き書・日本の食生活全集』などを収
録しています。食と農をテーマに、農業に携わる方だけ
でなく、一般の方にも幅広くご利用いただけます。

横手図書館 ・・・・・・ 9月3・5・12日
増田図書館 ・・・・・・ 9月3・10日
平鹿図書館 ・・・・・・ 9月3・4・11日
雄物川図書館 ・・・・ 9月3・5・12日
大森図書館 ・・・・・・ 9月3・4・11日
十文字図書館 ・・・・ 9月3・5・12日
山内図書館 ・・・・・・ 9月1・2・8・9・15～17日
大雄図書館 ・・・・・・ 9月3・6・10・13・16・17日
雄物川郷土資料館　9月3・10日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 9月19日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 9月4・11日
えがおの丘 ・・・・・・ 9月3・10日
大森健康温泉 ・・・・ 9月3・10日
ゆとりおん大雄 ・・ 9月6日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 9月5・12日
　西・南部 ・・・・・・ 9月1・2・8・9・15～17日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 9月3・10日
南部シルバーエリア　9月3・10日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　9月5・12日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　9月5・12日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　9月10・24日（第2・4月曜）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　9月4・11日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　9月6・13日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

※９月10月は配管工事のため、プール・
　お風呂は、お休みさせていただきます。

ボランティアで環境改善に取り組む

たくみ

環境問題は、若い人たちにも関心を持
ってもらいたい。

ひだか　ようこう
昭和15年、旧境町村生まれ。高校卒業後、三菱造
船所横浜工場に就職。その後横手市にＵターンし
精密機械会社、めっき工場と一貫して『ものづく
り』の仕事に携わる。公害防止管理者水質２種取
得。地域の池や沼などの水質改善に取り組む。現
在、横手ＥＭ推進会（会員38人）会長。

日高 洋行さん（72歳・横手）

　
急
激
な
経
済
成
長
の
反
面
、
公
害
な
ど
の
環
境
悪
化
が
問

題
と
な
っ
た
高
度
経
済
成
長
期
。
成
熟
期
を
迎
え
た
現
代
に

あ
っ
て
も
フ
ロ
ン
ガ
ス
な
ど
の
排
出
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
な
ど
、
環
境
問
題
は
常
に
私
た
ち
と
身
近
な
関
係
に
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
市
内
で
身
近
な
環
境
改
善
に
地
域
の
人
た
ち

と
取
り
組
む
匠
が
日
高
さ
ん
で
あ
る
。

　
有
用
微
生
物
群
と
い
う
自
然
界
に
あ
る
乳
酸
菌
、
酵
母
菌
、

光
合
成
細
菌
な
ど
を
総
称
し
た
Ｅ
Ｍ（
※
）を
用
い
て
環
境
浄

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
匠
。
Ｅ
Ｍ
を
糖
蜜
で
培
養
し
た
活
性

液
や
不
純
物
を
極
力
取
り
除
い
た
土
に
菌
を
混
ぜ
合
わ
せ
た

Ｅ
Ｍ
団
子
を
沼
や
池
に
投
入
し
て
い
る
。
３
年
程
前
か
ら
浄

化
作
業
を
行
っ
て
い
る
朝
日
が
丘
地
区
の
荒
沼
は
、
臭
い
が

軽
減
さ
れ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
、
今
後
更
な
る
水
質
改
善
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
高
校
卒
業
後
、
横
浜
市
の
三
菱
造
船
所
で
造
船
に
必
要
な

機
械
技
術
を
習
得
。
そ
の
後
、
横
手
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
鉄
工

所
で
金
型
の
作
製
に
携
わ
る
。
ま
た
、
当
時
市
内
初
の
め
っ

き
工
場
に
転
職
し
、
技
術
を
磨
き
な
が
ら
営
業
で
他
県
ま
で

訪
問
し
受
注
を
得
て
き
た
。
「
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り

今
振
り
返
る
と
そ
れ
を
仕
事
に
で
き
た
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ

る
。
め
っ
き
工
場
で
の
営
業
は
自
社
の
利
潤
獲
得
だ
け
で
な

く
、
市
内
の
関
連
会
社
の
こ
と
も
頭
に
あ
っ
た
」
と
周
囲
に

も
気
を
配
る
匠
の
堅
実
な
技
術
畑
の
経
験
が
、
環
境
保
全
を

推
進
す
る
根
底
に
あ
る
。

　
３
年
程
前
か
ら
Ｅ
Ｍ
活
性
液
や
Ｅ
Ｍ
団
子
を
投
入
し
て
い

る
睦
成
地
区
の
七
日
市
沼
の
浄
化
活
動
に
は
、
鳳
中
学
校
科

学
部
の
生
徒
も
参
加
し
、
水
の
ｐ
Ｈ
値
の
観
測
な
ど
科
学
的

検
証
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
は
山
内
地
域
の
鶴

ヶ
池
に
も
投
入
を
始
め
、
活
動
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　「
後
世
に
住
み
や
す
い
環
境
を
残
す
の
は
、今
を
生
き
る
私

た
ち
の
責
務
。
今
後
は
、
も
っ
と
若
い
人
た
ち
に
環
境
に
対

す
る
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
真
摯
に
語
る
匠
は
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
環
境
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

環境改善推進者Vol.81

（※）Ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ(有用な）Ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ（微生物群）
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火 18
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日　9
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月　3
火　4
水　5

横手やきそば四天王決定戦　～2日、10：00～、秋田ふるさと村
雄物川スタルヒン杯550歳野球大会　～3日、
　9:00～、中島グラウンド他
きてたんシェひらかまつり　15：00～、浅舞公民館駐車場
特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会　5：50～、大森体育館隣り
おおもり元気まつり＆大森病院祭　9：30～、大森体育館他
たいゆう緑花園パノラマフェスタ　10：00～、たいゆう緑花園
　急 平鹿総合病院（鈴木医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 相談予約受付開始9月19日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

仁井田番楽　19：30～、十文字町仁井田新山神社
　心 十文字町幸福会館
救急フェア救急のつどい横手2012　
全国還暦軟式野球選手権大会　～11日、
　9：00～、グリーンスタジアムよこて他
果樹試験場参観デー　9：00～、秋田県果樹試験場（平鹿町）
八木番楽　19：30～、9日11：00～、増田町八木神社

県民協働フェスタ2012　9：30～、詳しくは17ページ
　急 市立横手病院（小山医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　心 増田地区多目的研修センター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　税 横手地域局□問合せ／横手福祉センター　33-8668
　心 大森コミュニティセンター
第89回増田の花火　
金澤八幡宮祭典　～15日
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00 
浅舞八幡神社祭典　～16日、詳しくは17ページ
道の駅十文字『誕生５周年記念感謝祭』　～17日、9：00～
第26回いものこまつりin鶴ケ池　
よこいち。『ＭＩＲＡＩ学園祭』　10：00～、よこてイースト
　急 平鹿総合病院（荻原医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　急 針生皮膚科内科医院（横手）　32-9461

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局
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 　　　　　鍛冶町通り歩行者天国
日　時／９月８日（土）18：45～21：45
内　容／鍛冶町商店会ちびっこ天国、夜店、ステージ
　　　　第21回『金比羅はらがけ祭り』
問合せ／鍛冶町通り商店会・祭り実行委員会 　33-1010

敬老の日
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【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00）
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）、問合せ／社協・各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人 税

急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆９月と10月はお休みします　  26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

救急フェア救急のつどい

■９月８日（土）

　県内随一の歴史と伝統を
誇る増田の花火。今年も被
災地に向けた応援メッセー
ジと地域の元気を願い、尺
玉の早打ちをはじめ、大ス
ターマインや二尺玉などが
打ち上げられ、澄み切った
夜空を鮮やかに彩ります。
◆時　間／19：00～21：00
◆打上場所／増田町八木下川原※無料駐車場あり
◆観覧場所／一般観覧席のほか有料桟敷席あり
　　　　　　１マス：6,000円（５～６人用）
　　　　　　自由席：1,000円（１人用）　
◆問合せ／増田町観光協会事務局 　45-5541
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第89回 増田の花火

■９月14日（金）

　９月の救急医療週間にち
なんだイベントです。入場
は無料です。ご家族そろっ
てお越しください。
◆場所／秋田ふるさと村
◆時間・内容／
【救急フェア】12：00～15：00
　高規格救急車の展示、は
　しご車搭乗体験、『未来の救急車消防車』絵画
　展示、心肺蘇生応急手当体験、血圧チェック、
　キッズチャレンジコーナー、放水体験など
【救急のつどい】13：00～15：30
　市立横手病院・江畑公仁男副院長による講話
　『骨の折れかた 治しかた』、市消防職員による  
  寸劇、保育園所児童による踊り、抽選会など
◆問合せ／横手市救急医療対策協議会事務局
　　　　　（市健康推進課内） 　33-9600

　山内地域恒例の『いもの
こまつりin鶴ケ池』が開催
されます。いものこ汁や特
産品の販売をはじめ、全国
いものこピラミッド競技大
会、ちびっこ魚つかみ取り
大会、音楽芸人・こまつ、
ものまね歌姫・しのぶちゃ
んのステージショーなど、
楽しいイベントが盛りだくさんで行われます。
◆場所／鶴ケ池公園ふれあい広場
◆時間／【第１部：いものこまつり】10：00～17：00
　　　　【第２部：花火大会】18：30～20：00
◆問合せ／山内地域局産業建設課   53-2111
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いものこまつりin鶴ケ池

■９月16日（日）

市報市報

　８月19日、『大森太鼓愛好会結成25周年記
念公演・第26回秋田県太鼓フェスティバル』
が大森体育館で開催されました。
　総勢320人を超える打ち手が奏でる太鼓の
音が、保呂羽の峰に響き渡り、会場を訪れた
多くの観客を魅了しました。

保呂羽の峰に太鼓の響き
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No.166


